




種類株式の配当の状況

 

 普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

 

 Ａ種優先株式
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円   円   円   円   円  

26年３月期 －  0.000 －  11.690  11.690 

27年３月期 －  0.000 －    

27年３月期（予想）         11.515   11.515 

 

 Ｂ種優先株式
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円   円   円   円   円  

26年３月期 －  0.000 －  12.940  12.940 

27年３月期 －  0.000 －    

27年３月期（予想）         12.765   12.765 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や金融政策等を背景にした円安・株高効果に

より、輸出企業を中心に景気は緩やかな回復基調で推移しました。一方で新興国経済の停滞や急激な為替変動等、

依然として先行き不透明な状況で推移しました。 

 このような状況のもと、当社は繊維各部門においてレーヨンの国内販売強化に取り組むとともに海外展開を図っ

てまいりました。また、不動産事業にも注力してまいりました。これらの結果、当社グループの当第３四半期連結

累計期間の売上高は11,269百万円(前年同四半期比2.5%増）となりましたが、営業利益は230百万円(前年同四半期

比9.3%減）、経常損失は17百万円(前年同四半期は87百万円の経常利益）となり、四半期純利益は特別損失や法人

税等調整額（益）等の計上があり12百万円(前年同四半期比93.8%減）となりました。

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

①繊維

 繊維部門につきましては、レーヨン綿事業は前年同四半期に比べて増収となりましたが利益面は苦戦しました。

また、ブラジルの連結子会社は減収減益となりました。これらの結果、繊維部門全体では売上高は9,680百万円(前

年同四半期比0.6%増）となりましたが、セグメント損失は115百万円(前年同四半期は33百万円のセグメント利益）

となりました。

②不動産

 不動産部門につきましては、売上高1,146百万円(前年同四半期比21.1%増）、セグメント利益840百万円(前年同

四半期比19.7%増）となりました。

③その他

 その他部門につきましては、売上高442百万円(前年同四半期比3.0%増）、セグメント損失42百万円(前年同四半

期は56百万円のセグメント損失）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、有形固定資産の増加等により、前連結会計年度末に比べ208百万円増

加し、31,166百万円となりました。負債は長短期借入金の増加等により前連結会計年度末に比べ376百万円増加

し、22,244百万円となりました。また、純資産は前連結会計年度末に比べ167百万円減少し、8,922百万円となりま

した。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成26年５月14日に発表いたしました連結業績予想から変更ありません。また、平成27年3月期の期末配当につ

きましては引き続き未定と致します。配当金額が決定しだい速やかに開示いたします。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

 該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,832 1,638 

受取手形及び売掛金 1,803 1,905 

製品 1,949 2,001 

仕掛品 563 592 

原材料及び貯蔵品 655 503 

その他 376 496 

貸倒引当金 △2 △0 

流動資産合計 7,178 7,136 

固定資産    

有形固定資産    

土地 20,688 20,688 

その他（純額） 2,703 2,950 

有形固定資産合計 23,392 23,638 

無形固定資産 22 20 

投資その他の資産    

その他 418 426 

貸倒引当金 △75 △75 

投資その他の資産合計 342 351 

固定資産合計 23,757 24,010 

繰延資産    

社債発行費 21 18 

繰延資産合計 21 18 

資産合計 30,957 31,166 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,100 2,285 

短期借入金 4,798 4,902 

1年内償還予定の社債 140 140 

未払法人税等 56 43 

引当金 70 47 

その他 947 968 

流動負債合計 8,112 8,387 

固定負債    

社債 720 650 

長期借入金 4,193 4,433 

繰延税金負債 6,495 6,241 

役員退職慰労引当金 80 88 

環境対策引当金 77 77 

退職給付に係る負債 876 883 

その他 1,311 1,480 

固定負債合計 13,755 13,856 

負債合計 21,868 22,244 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,305 5,305 

資本剰余金 2,424 2,424 

利益剰余金 2,867 2,699 

自己株式 △3 △3 

株主資本合計 10,592 10,424 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 4 6 

繰延ヘッジ損益 0 10 

為替換算調整勘定 △1,706 △1,701 

その他の包括利益累計額合計 △1,701 △1,685 

少数株主持分 198 182 

純資産合計 9,089 8,922 

負債純資産合計 30,957 31,166 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 10,994 11,269 

売上原価 8,919 9,209 

売上総利益 2,074 2,060 

販売費及び一般管理費 1,820 1,829 

営業利益 253 230 

営業外収益    

受取利息 20 11 

受取配当金 24 0 

その他 55 32 

営業外収益合計 100 45 

営業外費用    

支払利息 201 225 

その他 65 67 

営業外費用合計 266 293 

経常利益又は経常損失（△） 87 △17 

特別損失    

固定資産廃棄損 51 6 

異常操業損失 77 186 

和解金 150 － 

その他 9 10 

特別損失合計 290 202 

税金等調整前四半期純損失（△） △202 △220 

法人税、住民税及び事業税 13 7 

法人税等戻入額 △31 － 

法人税等調整額 △396 △225 

法人税等合計 △414 △217 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
211 △3 

少数株主利益又は少数株主損失（△） 13 △15 

四半期純利益 198 12 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
211 △3 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 18 1 

繰延ヘッジ損益 3 9 

為替換算調整勘定 40 4 

その他の包括利益合計 62 16 

四半期包括利益 274 12 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 253 28 

少数株主に係る四半期包括利益 20 △15 

 

- 6 -

オーミケンシ株式会社（3111）平成27年３月期　第3四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結損益 
計算書計上額 

（注）３   繊維 不動産 計 

売上高              

外部顧客への売上高 9,618 946 10,564 429 10,994 － 10,994 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ 5 5 － 5 △5 － 

計 9,618 951 10,570 429 10,999 △5 10,994 

セグメント利益又は損失（△） 33 701 735 △56 679 △425 253 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ソフトウェア開発・販売、園

芸事業等を含んでおります。

   ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△425百万円には、セグメント間取引消去14百万円及び各報告セ

グメントに配賦していない全社費用△439百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

   ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結損益 
計算書計上額 

（注）３   繊維 不動産 計 

売上高              

外部顧客への売上高 9,680 1,146 10,827 442 11,269 － 11,269 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ 5 5 － 5 △5 － 

計 9,680 1,151 10,832 442 11,274 △5 11,269 

セグメント利益又は損失（△） △115 840 724 △42 682 △452 230 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ソフトウェア開発・販売、園

芸事業等を含んでおります。

   ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△452百万円には、セグメント間取引消去14百万円及び各報告セ

グメントに配賦していない全社費用△466百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

   ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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